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下図のドラフトをつくろう



まずは開始手順をしよう

• Sign inします

• My Onshapeが表示される

• My Onshapeの左上のCreateボタンを押す

• 現れたリストからDocumentを選択してDocument名を入力す
る

• Document名をドラフトとして入力し、OKボタンを押す

• 「Part Studio」（部品単体のワークスペース）が開く

モデル作成開始です



モデルを作成する ドラフト（１）
• ワークスペースには正面図

Front、平面図Top、右側面
図Rightが表示されている

• 左上のロゴOnshapeの下
のSketchを押す

• スケッチ平面の選択要求ウイン
ドウが現れるので、スケッチす
る平面を選択する

スケッチ平面が選択されて
いないときは赤字でSketch

スケッチ平面として
平面図Top planeを
選択したとき

スケッチ平面が選
択されると黒字で
Sketch



モデルを作成する ドラフト（２）
スケッチ平面が選択されてからモデル作成開始です

例として右側面図Top 
planeを選択した

ワークスペース右側のコ
ントローラのTopをクリッ
ク

Top planeが垂直に立ち上がりスケッチ
しやすくなる



モデルを作成する ドラフト（３）

矩形中心Center point rectangleを選択

Top plane原点から
120mmx60mmの長方
形を描く

 押し出し
Extrudeで
Blindで押し出
し距離20mm
で押し出す

 Draft(抜き勾
配)角度5度を
設定

 緑チェック押
して確定

Draft抜き勾配がついた
押し出し完成



モデルを作成する ドラフト（４）

モデルの4つのエッジに
R15のフィレットをつける

フィレット完成

４つのエッジにフィ
レットがついている
ので、底辺のエッジ
は1か所を指定する
だけで、底辺の全周
にわたってフィレッ
トがつく

大きい半径のフィ
レットからつけるこ
とが鉄則です

モデルの底辺のエッジにR10の
フィレットをつける

厚さ2mmの
シェルを使う

上面を削除面
にして確定す
る



モデルを作成する ドラフト（５）

押し出しExtrudeの
AddでDepth 
14mmとし、抜き
勾配Draftにチェッ
クを入れ角度を５
度とする

勾配角度を逆方向
を変えるときはこ
こを押す

緑チェックを押し
て確定する

シェル内面の
底面を新たな
スケッチ面に
する（オレン
ジ色の面）

底面の中
心に直径
10mmの
円を描く



モデルを作成する ドラフト（６）
押し出しExtrudeと別に抜き勾配をつける場合

押し出し
Extrudeの
AddでDepth 
14mmとして
押し出す

緑チェックを
押して押し出
し確定

底面の中
心に直径
10mmの
円を描く

フィーチャーツール
バーから抜き勾配ド
ラフトを選択する

 Neutral planeはシェ
ル内面の底面を選択

 Entities to draftは押
し出し面を選択

抜き勾配角度
Draft angleは5度

 ドラフト設定
ウィンドウ

緑チェックを押し
て確定



図面を作る ドラフト

できたモデルから右の
図面を作る

A4横用紙で、枠線、表
題欄無しでつくる

寸法数字高さは3mm、
注釈高さ（氏名高さ）
は6mmとする

スケールは用紙にピッ
タリ入るように決める


